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平成28年度　予算

岡垣町民でつくる福祉のまちをめざして

平成28年度 予算および事業計画

収入　２１７, ３８４千円 支出　２１７, ３８４千円

受託金収入
（83,871千円：39％）

介護保険等事業収入
（58,174千円：27％）

補助金収入
（44,367千円：20％）

共同募金配分金収入
（5,049千円：2％）

寄附金収入
（2,300千円：1％）

収益事業収入
（2,150千円：1％）

その他
（21,473千円：10％）

受託事業
（93,440千円：43％）

法人運営事業
（53,241千円：25％）

介護保険等事業
（52,948千円：24％）

ボランティアセンター運営事業
（8,362千円：4％）

共同募金配分金事業
（5,049千円：2％）

在宅福祉サービス事業
（2,231千円：1％）

収益事業
（2,113千円：1％）

　地域を取り巻く制度や政策がめまぐるしく変化する中で、
いま全てに共通して求められているのは“地域の力”です。
　誰もが安心して住みなれた地域で暮らし続けるためには、
子どもも大人も障がいのある人もみんなで「岡垣町民でつ
くる福祉のまち」をめざして助け合うことが大切です。
　社会福祉協議会は、住民のみなさんや行政、関係機関等
と協働・連携し、ご近所助け合いによる「生活支援」の推
進や、死後事務委任契約に基づく「ずっと安心プラン」など、
地域で生活するみなさんの目線に立った事業展開を図ります。
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平成28年度　事業計画【概要】

ひとづくり
～ふれあい、思いやりの意識を育む～

◆福祉教育の充実
　・福祉体験講座
　・認知症サポーター養成講座
　・認知症ケア地域推進事業
◆地域人材の育成
　・いこいの里福祉大学院
　・生活支援コーディネーター養成研修
◆ボランティア活動の推進
　・ボランティアへの支援
　・ボランティアの養成

みなさん一人ひとりが主役の
地域づくりを応援します！

環境づくり
～福祉サービスを活かし、地域で自立して暮らす～

◆総合的な福祉相談支援体制の整備
　・法律相談、心配ごと相談、総合福祉相談窓口の充実
◆在宅福祉サービス事業の充実
　・居宅介護支援事業
　・訪問介護事業
　・福祉機器貸与事業
　・日常生活自立支援事業
　・生活福祉資金貸付事業
　・ずっと安心プラン事業
◆広報・啓発活動の充実
　・社協だより、ホームページの充実
　・広報広聴委員会

社協や行政、関係機関の
連携を高めるとともに、
地域で安心して暮らせる
よう応援します！

支援体制づくり
～協働と連携で地域を支える～

◆行政、関係機関・団体との連携

◆信頼される社会福祉協議会づくり
　・共同募金運動の推進
　・役員体制 ･ 事務局体制の強化

地域づくり
～見守りあいや支えあいの関係を築く～

◆セーフティネットの推進・支援
　・お互いさま命のネットワーク活動の推進 ･ 支援
　・ご近所助け合いモデル事業

◆ふれあい交流活動の促進
　・ふれあいサロン活動の促進 ･ 支援
　・ひとり暮らし高齢者のつどい
　・在宅介護者のつどい
　・障がい者ふれあい交流事業
　　　（納涼夏まつり、クリスマス交流会）
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い
こ
い
の
里
福
祉
大
学
院

ご
近
所
助
け
合
い

　
　
モ
デ
ル
事
業

ご近所
対象

地域の取り組みを

応
援

す
る

ご近所で取り組み
を

進
め

る

ちいき ふくし

個人
対象

ご

近所助け合いのヒントを見つけよう

個人が知る

地
域
を
支
え
る
３
講
座

　

介
護
保
険
制
度
等
が
変
わ
り
、
地
域

で
み
な
さ
ん
の
知
識
や
経
験
が
求
め
ら

れ
る
今
、
あ
な
た
が
地
域
づ
く
り
に
参

加
す
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

　

自
分
自
身
の
備
え
と
し
て
、
社
会
の

変
化
や
制
度
の
移
り
変
わ
り
を
知
り
た

い
あ
な
た
。
地
域
で
の
助
け
合
い
に
取

り
組
む
た
め
の
、
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
た

い
あ
な
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
講
座

は
、
あ
な
た
の
思
い
を
応
援
し
ま
す
。

　
い
ま
私
た
ち
が
暮
ら
す
社
会
は
、
ど

の
よ
う
な
現
状
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に

制
度
が
移
り
変
わ
っ
て
き
た
の
か
を
分

か
り
や
す
く
知
る
講
座
で
す
。
先
進
地

の
取
り
組
み
か
ら
、
地
域
づ
く
り
の
ヒ

ン
ト
を
学
ぶ
講
演
や
、
私
た
ち
の
町
で

は
何
が
出
来
る
か
、
何
を
す
べ
き
か
を 

共
に
考
え
る
機
会
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
た
め
に
は
、
身
近
な
ご
近
所

で
の
助
け
合
い
（
生
活
支
援
）
が
重
要

で
す
。こ
の
講
座
で
は
、支
え
合
い
マ
ッ

プ
を
用
い
て
ご
近
所
の
課
題
を
把
握
す

る
こ
と
か
ら
始
め
、
助
け
合
い
の
仕
組

み
づ
く
り
や
、
そ
の
進
め
方
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。
講
座
受
講
後
は
、
職
員
が 

ご
近
所
で
の
取
り
組
み
を
応
援
し
ま
す
。

――　【 講座の概要 】　――

日程／全３講座　9:00 ～ 12:00
　　　①８月 ６ 日（土）
　　　②８月 20 日（土）
　　　③９月 10 日（土）

対象／どなたでも
　　　社会の変化や制度の移り変
　　　わりを知り、今後の地域や
　　　自分のことを考えたい方

――　【 講座の概要 】　――

日程／全５講座
　　　①７月 ５ 日 （火） 10:00 ～ 12:00
　　　②７月 26 日 （火） 13:30 ～ 15:30
　　　③７月 27 日 （水） 10:00 ～ 12:00
　　　④８月 23 日 （火） 13:30 ～ 15:30
　　　⑤８月 24 日 （水） 10:00 ～ 12:00

対象／自分たちのご近所で、何か
　　　助け合いをカタチにしたい
　　　と思っている自治区

連携する！

実践し、

学び

知
識
が
広
が
る

人
が
つ
な
が
る
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生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修

地域
応援

ゲンキな地域を紹介します！

川﨑さん宅（吉木）

人
が
集
う
と
、
モ
ノ
も
知
恵
も
特
技
も
集
ま
る
。

申し込みはすべて社会福祉協議会へ
さぁ、あなたも参加しよう！

① ②
①食事の前に吉木の歴史の勉強会。講師は
もちろんご近所さん。②今日の食事のメイ
ンは筍。藤原さんが掘り、森山さんが湯が
いてくれたものを川﨑さんが調理した。

食べてくれて
ありがとう

　

き
っ
か
け
は
５
年
前
。
ご
主
人
を
亡

く
し
た
川
﨑
さ
ん
は
、
寂
し
さ
か
ら
自

宅
に
知
り
合
い
を
招
き
入
れ
た
。

　

か
つ
て
食
堂
を
営
ん
で
い
た
環
境

は
、
人
が
集
ま
る
に
は
好
都
合
。
い
つ

し
か
、
呼
ば
ず
と
も
集
ま
る
皆
の
“
居

場
所
”
と
な
り
、
食
事
や
談
笑
、
悩
み

に
つ
い
て
語
り
合
う
こ
と
も
あ
る
。

　

調
理
に
腕
を
振
る
っ
た
川
﨑
さ
ん
は
、 

「
皆
が
食
べ
て
く
れ
る
こ
と
に
感
謝
」

と
話
す
よ
う
に
、
調
理
は
食
べ
て
く
れ

る
人
が
い
て
完
結
す
る
。
参
加
し
て
食

べ
る
こ
と
も
、
大
切
な
出
番
で
あ
る
。

ご

近所助け合いのヒントを見つけよう

　
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
や
行
政
職
員
、

医
療
機
関
や
福
祉
施
設
の
職
員
等
が
地

域
の
取
り
組
み
を
応
援
す
る
た
め
に
は
、

地
域
を
よ
く
知
り
、
そ
の
取
り
組
み
を

理
解
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
地
域

に
あ
る
資
源
を
利
用
・
改
良
、
ま
た
は

発
掘
し
た
り
、
新
た
な
仕
組
み
を
創
り

出
す
た
め
の
知
識
や
技
術
を
磨
き
ま
す
。

――　【 講座の概要 】　――

日程／全７講座　14:00 ～ 16:00
　　　①７月 ８ 日（金）
　　　②７月 29 日（金）
　　　※③～⑤は福祉大学院を受講
　　　⑥９月 16 日（金）
　　　⑦９月 30 日（金）

対象／行政職員、社会福祉協議会職員
　　　社会福祉施設 ･ 医療機関職員
　　　民生委員児童委員等

連携する！

実践し、

学び

　
個
人
・
地
域
・
専
門
職
を
対
象
と
し

た
各
講
座
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た

講
座
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
全
て
が

よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
た
め

の
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
岡
垣
町
で
は
今
年
度
か
ら
、
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
み
な
さ

ん
を
応
援
す
る
制
度
も
動
き
出
し
ま
す
。

共
に
学
び
合
い
、
創
造
し
、
助
け
合
い

の
絆
を
地
域
に
ひ
ろ
げ
ま
し
ょ
う
。

【申し込み】電話または窓口
【締め切り】
 ご近所助け合いモデル事業 ……… 6 月 25 日まで
 生活支援コーディネーター養成研修 … 6 月 25 日まで
 いこいの里福祉大学院 …………… 7 月 26 日まで

２８３－２９４０
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◆
法
律
相
談
◆

と
　
き　
６
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

10
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
１
人
30
分
・
１
日
６
組
ま
で
）

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
里

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※�

予
約
制
。
相
談
月
の
前
月
か
ら
受
け

付
け
し
ま
す
。
お
早
め
に
社
会
福
祉

協
議
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
心
配
ご
と
相
談
◆

と
　
き　
６
月
17
日
（
金
）

　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

東
部
公
民
館

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

◆
総
合
福
祉
相
談
窓
口
◆

と
　
き　
６
月
14
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

28
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
里

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※�

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
電
話
で
の

相
談
は
、
休
館
日
（
第
１
日
曜
日
と

毎
週
月
曜
日
）
を
除
き
、
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
る
ご
寄
附
に
よ
り
、
岡

垣
町
の
社
会
福
祉
事
業
の
充
実
に
寄
与

さ
れ
た
方
へ
、
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

か
ら
感
謝
状
等
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

〇
岡
垣
町
保
養
施
設
「
臨
海
荘
」

　

館
長　

宮
本　
　

清　

様

　

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
ご

寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥

福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
３
・
４
月
受
付
分
ま
で
）

相
　
　
談

香
典
返
し
寄
附

社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
岩
村　

洋
昭　

様
（
高
塚
）

　

故　

岩
村
シ
ゲ
子　

様�

98
歳　

○
新
西　

榮
子　

様
（
西
高
陽
）

　

故　

新
西　

澄
夫　

様�

89
歳　

○
松
井　

裕
一　

様
（
手
野
）

　

故　

松
井　

ユ
ク　

様�

92
歳　

○
陣
内　

秀
次　

様
（
東
松
原
）

　

故　

陣
内
ヨ
シ
子　

様�

83
歳　

○
坂
本　

博
信　

様
（
野
間
一
）

　

故　

坂
本
フ
サ
子　

様�

86
歳　

○
小
野
キ
ク
エ　

様
（
野
間
二
）

　

故　

小
野　

博
之　

様�

83
歳　

○
外
園　

初
男　

様
（
野
間
三
）

　

故　

外
園
キ
ヨ
子　

様�

96
歳　

○
宗
岡　

和
彦　

様
（
緑
ヶ
丘
）

　

故　

宗
岡　

和
壯　

様�

84
歳　

○
神
谷
ヱ
ミ
子　

様
（
上
畑
）

　

故　

神
谷　

岩
美　

様�

84
歳　

○
笠
井　

一
紀　

様
（
東
高
陽
）

　

故　

笠
井　

一
男　

様�

91
歳　

○
松
下
智
惠
子　

様
（
松
ヶ
台
東
）

　

故　

松
下　

保
次　

様�

69
歳　

○
松
本　

助
次　

様
（
吉
木
）

　

故　

松
本　
　

健　

様�

62
歳　

○
神
谷　

貞
夫　

様
（
上
高
倉
）

　

故　

神
谷
サ
カ
ヱ　

様�

104
歳　

○
安
藤
由
香
里　

様
（
野
間
二
）

　

故　

安
藤　

順
三　

様�

66
歳　

○
矢
永
美
恵
子　

様
（
東
松
原
）

　

故　

矢
永　

勝
成　

様�

92
歳　

○
安
部　

大
輔　

様
（
吉
木
）

　

故　

安
部　

省
吾　

様�

78
歳　

○
大
谷　

芳
明　

様
（
海
老
津
）

　

故　

大
谷　

フ
ミ　

様�

91
歳　

○
山
本　

初
江　

様
（
海
老
津
）

　

故　

木
原　

貞
子　

様�

81
歳　

一
般
寄
附

○
お
ん
が
郡
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会　

様

老
人
ク
ラ
ブ
へ

○
小
野
キ
ク
エ　

様

社会福祉協議会

　 283-2940

おしらせ

　４月１日付けで新しい事務局長が赴任
しましたのでご紹介します。

【新任】
　高橋�賢志

【退任】
　井上�英治

　元気な今、“もしも”のことに備えておく必要性を
感じたことはありませんか？
　社会福祉協議会が行う「ずっと安心プラン」事業は、
定期的な見守りサービスのほか、生前にお預かりした
預託金で葬儀や残存家財の処分等を実施します。
　一人ひとりの不安に最期まで寄り添い、
家族や地域との“絆”を大切に、今をより
よく生きる活動を応援します。
　　　　　　　※次号から詳しい内容を紹介します

前�岡垣町福祉課
　�課長補佐

社協 事務局長の交代
－№１－ずっと安心

これで

高橋　賢志

感
　
謝
　
状
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やってみようよ！

ボランティア
岡垣ボラ協だより

１４３　号

※ ボラ協とは「ボランティア連絡協議会」の略称です。

川﨑勝子
（ふれあいの会）

佐々木征子
（あみものの会）

川﨑勝子
（ふれあいの会）

佐々木征子
（あみものの会）

編集委員

ボラ協１年間の行事予定

出
来
る
人
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！

　

岡
垣
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

は
、
今
年
で
22
年
目
に
入
り
ま
す
。
長

い
歴
史
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が

特
色
を
活
か
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
い
つ
も
活
動
の
根
底
に
あ

る
の
は
“
育
て
よ
う
福
祉
の
心
ひ
ろ
め

よ
う
福
祉
の
輪
”と
い
う
気
持
ち
で
す
。

　

近
頃
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
齢

化
」と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

し
か
し
、
決
し
て
無
理
を
せ
ず
、
出
来

る
人
が
出
来
る
こ
と
を
活
か
し
て
助
け

あ
う
こ
と
で
、
こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

み
な
さ
ん
に
出
番
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
『
ボ
ラ
協
だ
よ
り
』
は
、

ボ
ラ
協
と
し
て
参
加
・
協
力
し
て
い
る

事
業
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。
団
体
や

人
が
集
ま
る
こ
と
で
、“
こ
ん
な
に
大

き
な
パ
ワ
ー
に
な
る
”
と
い
う
こ
と
を

発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

春
は
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
絶
好

の
機
会
で
す
。
ボ
ラ
協
だ
よ
り
を
手
に

し
た
あ
な
た
、
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

７団体

５
月

７
月

８
月

10
月

11
月

12
月

２
月

総会の開催

交流グラウンドゴルフ

納涼夏まつり参加

まつり岡垣パレード参加

中間・遠賀地区
ボランティア研修会

クリスマス交流会参加

ふくおか“きずな”
フェスティバル参加

※社会福祉協議会 事業

※社会福祉協議会 事業

【平成28年4月現在】調理ボランティアの会

囲碁・将棋の会ふれあいの会

あみものの会 岡垣手話の会

ひまわりの会ファイヤーマンズクラブ

岡垣町
ボランティア
連絡協議会

－7－



1

2

3

4

5

6月15日㈬

7月20日㈬

8月17日㈬

9月21日㈬

10月19日㈬

日 程
と

内 容

編
集
後
記

　
新
年
度
に
な
り
最
初
の
社
協
だ
よ
り
。�

新
た
に
「
地
域
発
見
」
と
い
う
連
載
を

始
め
ま
し
た
が
、
ご
覧
に
な
り
ま
し
た

か
？
（
ま
だ
見
て
い
な
い
方
は
５
面
へ
）

　
私
た
ち
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域

を
応
援
す
る
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
優
れ
た
取
り
組
み
や
人

材
か
ら
、
逆
に
私
た
ち
が
教
え
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
小
さ
な
取
り
組
み
が
、
あ
な

た
の
地
域
に
も
あ
り
ま
せ
ん
か
？
ご
存

知
の
方
は
ぜ
ひ
、
情
報
を
お
寄
せ
下
さ�

い
。カ
メ
ラ
を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
！

　
社
協
だ
よ
り
を
通
し
て
、
一
緒
に
情

報
を
発
信
し
ま
し
ょ
う
！�

（
田
之
上
）

平成28年度 終活セミナー開催
気力・体力・判断力のある今、将来に備える。

とき　６月から10月の毎月第３水曜日
　　　午前10時から11時30分まで
　　　11時30分～個別相談実施（要予約）
ところ　いこいの里ギャラリー
受講料　無料
　　　　（テキスト代1,000円）
申込み　各回の１週間前までに
　　　　社会福祉協議会へ

とき　6月26日
　　　7月10日・24日
　　　8月21日・28日
　　　※すべて日曜日
　　　　午前10時～正午まで
ところ　いこいの里団体研修室
参加費　500円（資料代）
申込み　6月21日までに
　　　　社会福祉協議会へ

する側も、される側も、笑顔になれる介護を。

家庭　　護教室

講師　終活パートナー九州
　　　代表　眞武　純哉　氏

※１講座のみでも、自由に選択して受講できます。

かけがえのない宝物を綴る
ずっと安心ノート
心を伝える贈り物
相続・遺言のポイント
想い出に残るセレモニー
知っておきたい葬儀事情
私が生きた証（あかし）
お墓・墓地の選び方
私らしい生き方を探す
ずっと安心プラン

－8－
この「社協だより」は、赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

発
行
者
／
岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議
会
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